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博士論文では、近世以降のアイヌ文様の中でも、衣服やその素材、
生活用具、イレズミなどを中心に、主に残存する実物資料や、文献に記されている衣服、先行研究でほぼ取り上げられていないアイヌ絵に描かれている衣服を中心に比較・検討を行う。また、交流が盛んになった近世以降のアイヌにおける文様の地域性を明らかにしていくことを目的とする。　
今回の発表では、その中でも衣服に関する先行研究の検討と、ア
イヌ衣服の種類・文献に記されている衣服・アイヌ絵に見られる衣服などを中心に取り上げ、比較・検討を行った。　
アイヌの衣服は、文様の付け方などに地域的特色が見られる。こ
のような衣服或いは文様の地域差を、 らに細かく客観的に分析するため、衣 を中心とした資料収集 文様ごとの分類を中心 行い、今後は地域ごとの特徴 より明確 していきたい　
さらに、このような衣服に関する記述は、文献に多くみることが
出来るが、和人 記録には、偏見や差別とい ことが反映されてしまっている可能性もある。そのため、今後使用する文献や絵画史料に関しては、史料の信憑性を十分に吟味 、慎重に取り扱っきたい。
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修士論文では、遺物や文献を通して、縄文中期において月・水・
再生の象徴として同じように信仰された蛇と蛙が、その後時代によってどのように信仰されその象徴の意味を違えていったのか検討を行う。さらに、日本の蛇と蛙信仰の推移とその起源を明らかにすることを目的とする。　
日本の古代における蛇と蛙信仰を明らかにしていく上で、まず縄
文時代の信仰とその共通点を把握する必要がある。その め、今回の発表では、土器に蛇や蛙が最も多く施され、その が推定できると思われる縄文時代中期の検討をまず行った。とりわけ、勝坂式土器とその 化圏において蛇と蛙が施された土器が発見されたことから、関東地方西南部から中部地方東部を中心 、考古学的観点から検討を行った。　
勝坂式土器における動物意匠と、縄文時代の蛇信仰についての先
行研究から、蛇・蛙が農耕とも関連していること 伺えた。縄文農耕論に関しては 藤森栄一や佐々木高明、江上波夫等 、雑穀・根菜型の初期農耕が行なわれていたのではないか 論じている。しかし、縄文農耕論には未だ批判的な意見もみられ 。よって、今後は批判的な資料も収集 、これ の検討を行う。
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